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がんは罹患率・死亡率ともに高い
難治がんです。この手ごわい相手
に、長尺クーパーと呼ばれる約30㎝

の医療用ハサミを「逆さ持ち」という握り方
で自在に操り、病巣に挑んでいます。急増し
ている小型肺がんに対しては、自らが開発
した「ハイブリッドVATS」アプローチによっ
て肺活量温存手術である高難度の区域切
除を行っています。

「VATS」とは胸腔鏡手術のことで、従来の開
胸手術と比べて傷が小さく、筋肉やろっ骨を
切断しないため術後の痛みや機能の悪化が
軽減され、社会復帰を早めることができます。
皮膚切開は2カ所で、その長さは1㎝の胸腔
鏡挿入口と4～5㎝の手術操作口。肺がんの
99％に対してこのVATSを実施しています。
従来、肺がん手術では小さな腫瘍であって
も、腫瘍の存在する肺葉を完全に取り除くこ
とが標準でした。しかし、小型肺がんであれ
ば区域切除などの縮小手術で、がん根治手
術ができるようになりました。2㎝以下の小型
肺がんに対しては、肺活量の温存や術後の生
活レベルの向上を目的に、呼吸機能温存手
術を積極的に施行しています。つまり、この縮
小手術に胸腔鏡手術を組み合わせることは、
究極の患者さんにやさしい手術といえます。

肺
早期小型肺がんに対する根治的縮小手術の
5年生存率は95％を超えています。2018年
春からは手術支援ロボット「ダビンチ」による
肺がん手術が保険適用になりました。保険適
用前の累積ロボット手術数は国内トップで、
今後も積極的に実施する予定です。
また、手術に関しては国際的にも高い評価を
得ています。2000ページを超える厚さの『ピ
アソン胸部・食道外科』は、世界中の胸部外
科を学ぶ学生や研修医・若手外科医にとっ
てバイブル的な教科書・手術書ですが、その
冒頭の「胸部外科手術の歴史と発展の章」に
おいて、肺がんの低侵襲手術術式の開発に
関して日本人で唯一紹介されています。
最重要なミッションは自身の終わりなき切
磋琢磨と他者への感謝、そして本邦にとどま
らず世界で活躍できる人材の育成。ヘビは
体の表面を保護している硬い皮膚が成長の
妨げになってくると、脱ぎ捨てて新しい皮膚
を作ります。即ち、脱皮です。新しいものを掴
むには、今掴んでいるその手を開かねばなり
ません。大学院の時に阪神淡路大震災を、
ニューヨーク留学中に9.11テロを間近に経
験したことからなのか、いつも「悔いのない

人生を」と思います。医師とは自然科学の進
歩を人間の幸せ・健康のために適用する義
務を課せられた知的専門職。対象は「人」で
あり、常にそのミッションを成就するには医
学をはじめ、人間学などあらゆることを学ぶ
ことが必要です。「学んだことのたった一つ
の証は変わることである」。変わる勇気を
持って学び続けたいし、可能性に富む後輩に
もそうあってほしいと願っています。

の専門分野はドイツ語教育です。
語学の習得にはさまざまな要因が
影響します。影響要因は、外的要

因と内的要因に分類できます。教材や教師、
授業時間数、クラスサイズやクラスの雰囲
気などは外的な要因です。これに対して内
的要因には、学習者の年齢や母語、学習へ
の動機、そして例えば大学生がドイツ語を
学ぶ場合には小・中・高校での英語学習経
験やそこで得た学習観（学びへの信念や態
度）、学習習慣などがあります。これらの要
因を、授業実践を通して分析し、授業では何
をどのように教えるのがベストなのかを探
るのが私の研究です。

「ドイツ語を教えています」と言うと、「大学
時代はドイツ語で苦労しました」とか「der, 
des, dem, den（＝ドイツ語の男性名詞に付
く定冠詞）しか覚えていません」とよく言わ
れます。私もドイツ語を習得するために多く
の時間とエネルギーを必要としたので、そう
言う気持ちはよく理解できます。が、それで
はちょっともったいない。外国語を学ぶこと
は、単にその言語が使えるようになるだけで
はありません。その言語が話されている国

私
の文化や歴史、社会に関するあらゆる知識、
ドイツ語ではLandeskunde（ランデスクン
デ）と言いますが、それを学ぶことも言語学
習には不可欠です。また外国語を学ぶこと
で、普段は意識していない日本語や日本の
文化・社会について考えることも自然と起こ
ります。つまり外国語を学ぶことというの
は、それを発端に「知」をさまざまな方向へ
広げ、「知」と「知」を有機的につなぎ合わせ
るという作業の繰り返しなのです。このよう
な作業を通して得られた知識は、それぞれ
の専門領域の勉学や実生活に直接役立つ
こともありますが、往々にしてずっと後の思
わぬ時に役立つことも多いのです。また、知
識はたとえそれが実利をもたらさなかった
としても、楽しみをもたらし、人生を豊かに
してくれるものなのです。
ヨーロッパ諸国では「母語＋２つの外国語」
を中等教育から学ぶことがスタンダードで
す。日本では、小・中・高校で英語は学びます
が、もう一つの外国語を学ぶのは大学に入
学してからというのが一般的です。広島大
学ではドイツ語だけでなく、フランス語・中
国語・韓国語・スペイン語・ロシア語・アラビ

ア語の7言語を初修外国語として学ぶこと
ができます。また、ドイツ語・フランス語・中
国語・韓国語・スペイン語は「トライリンガル
養成特定プログラム」で2年次以降も継続し
て学習することが可能です。広島大学を志
望する高校生の皆さんにも、ぜひ外国語学
習の楽しみと「知」が広がる喜びを経験して
もらい、豊かな人生を送るための基礎を
作ってもらいたいと思います。
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上：「テレビでドイツ語」では、毎月のテキストも執筆。
下：本学でも使用している教科書シリーズ。20年前から多くの
大学で使われているロングセラー。現在も改訂作業中。

ハイブリッドVATS胸腔鏡手術
に欠かせない30cmクーパー
の逆さ持ち鋭的剥離。料理人
にとっての大きな包丁のよう
に、テコの原理で（aはクーパー
の長さに応じてb＜c）刃先には
繊細かつ強い力が伝わる。

世界で最も頻用されているピアソン胸部外科手術書の
冒頭「呼吸器外科の歴史と発展」に、唯一日本人として登
場し、新しく開発考案した手術手技が紹介されている。
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